
平成２８年１１月度 一般社団法人獨協大学同窓会社員総会議事録 

１．日 時：平成２８年１１月１９日（土）午後３時１５分～午後６時００分 

２．会 場：獨協大学中央棟 3 階 大会議室 

３．出席４２名、委任状８通（社員総数５１名）、欠席１名、出席率９８％ 

４．議 事 

  午後３時１５分に一般社団法人獨協大学同窓会事務局大曲敏之が開会宣言を行い、

出席率が過半数を満たしており、社員総会が有効に成立している旨が報告された。 

  事務局大曲が暫定的に議事進行を行い、社員総会に先立ち第５０期・５１期代議

員の名前を紹介し、本人が自席で立ち自己紹介をした。 

その後、式次第に沿って議長の選任が行われた。 

議場に議長候補者を募ったところ、推薦により２名の候補者が立てられ、挙手

による選出を実施し、過半数をもって後藤大輔代議員が議長に選出された。 

後藤代議員が補佐役として島田康弘代議員を副議長に指名したい旨を議場に諮

ったところ、拍手をもって了承された。 

後藤議長と島田副議長の議事進行で議案の審議に入った。 

決議事項 

（１）第１号議案「監事選任の件」 

   議場から「社員総会資料に記載されている原案の他、新たに自薦・他薦による候

補者を募り、理事・監事の選出を行うべきではないか」等、要望の声が多数あが

り、拍手多数により、新たに候補者を募り理事・監事の選出を行うことが決定し

た。議場から下記 5 名の候補者が推薦され、議長が各候補者に対し、挙手による

承認を求めたところ、全候補者が過半数の承認を受け、第５０期・５１期の監事

に選任された。 

 

   一般社団法人獨協大学同窓会 ５０期・５１期監事（卒年順、敬称略） 

 氏 名 卒年・学科 

1 加藤貫雄 （７０年経済卒） 

2 北村充孝 （７０年経済卒） 

3 加藤 実 （７３年法律卒） 

4 山本英雄 （７７年経営卒） 

5 森田純二 （７９年経営卒） 



 

（２）第２号議案「理事選任の件」 

社員総会資料記載の理事候補者８名（うち１名が立候補辞退）の他、自薦・他薦に

より新たに１３名が候補者として立てられた。 

理事定数１５名に対し、２０名が候補者となったため、選挙が開催されることとな

り、２０名の候補者が各自所信表明を行った。 

選挙方法については、議場から発案のあった無記名による信任投票（立候補者に対

し、信任の場合は〇を記入、投票者は定数の１５名まで投票可能）が採用された。 

また、選挙にともない臨時選挙管理委員会を設置することとなり、議長が選挙管理

委員として監事２名（北村充孝、山本英雄）、同窓会事務局３名（大曲敏之、田代

弘子、木田有紀子）を指名したい旨を議場に諮ったところ、拍手により承認された。 

その後投票が行われ、開票・集計結果により、得票数上位１５名が第５０期・５１ 

期の理事として選任された。 

 

 一般社団法人獨協大学同窓会 第５０期・５１期理事（獲得得票数順、敬称略） 

得票順位 氏 名 卒年・学科 

1 金田隼人 （12 年経営卒） 

２ 府川謹也 （70 年英語卒） 

２ 星 逸朗 （73 年経営卒） 

２ 菅沼 豊 （83 年経営卒） 

５ 佐藤祐一 （08 年経営卒） 

６ 柘植義信 （89 年経営卒） 

６ 大村貴康 （11 年経営卒） 

８ 須藤明弘 （71 年経済卒） 

９ 中田修二 （68 年独語卒） 

１０ 蛯谷弘明 （91 年法律卒） 

１１ 友安俊明 （70 年英語卒） 

１２ 横山清祐 （68 年経済卒） 

１３ 上杉 貴 （75 年経営卒） 

１４ 高木大介 （78 年経済卒） 

１５ 大西純一 （81 年仏語卒） 



報告事項その他 

岩﨑賢三代議員（第４９期同窓会長）より、社員総会資料にもとづき平成２９年９

月期事業計画案について報告がなされた。議場より本件については、あくまで案 

であり、事業計画については、新理事会で再度検討を行うべきではないかとの提言

があり、この提言は拍手をもって出席者の賛同を得た。 

 

宮本彰代議員（第４９期財務担当理事）より、社員総会資料にもとづき平成 29 年

９月予算案、平成２９年９月期樅柳会特別会計予算案、平成２９年９月期樅柳会特

別予算案について報告がなされた。予算案についても事業計画案と同様に新理事会

で再度検討を行うべきではないかとの提言があり、議長がこの提言について議場に

意見を求めたところ、拍手をもって出席者の賛同を得た。 

   

  また、議場より社員総会資料に記載されている専門委員について、「専門委員の推 

  薦理由および専門委員として行う業務が不明である。本件に関しても新理事会で再 

  検討するべきではないか。」との提言があり、議長がこの提言について議場に意見

を求めたところ、拍手をもって出席者の賛同を得た。 

 

  以上をもって議事が終了し、議長は弊会を宣し、午後６時００分に散会した。 

 

以上 


